
081-I-1941 記者がひもとく「少年」事件史 (岩波新書) 川名壮志 岩波書店
081-I-1942 日本中世の民衆世界　(岩波新書) 三枝暁子 岩波書店
081-I-1943 古代ギリシアの民主政　(岩波新書) 橋場弦 岩波書店
081-I-957 "正しい"を疑え!　(岩波ジュニア新書) 真山仁 岩波書店
081-I-958 津田梅子　(岩波ジュニア新書) 高橋裕子 岩波書店
104-I 不思議なテレポート・マシーンの話 飯田隆 筑摩書房
104-I 言葉を生きる 池田あきこ 筑摩書房
141-S 私たちはどう学んでいるのか　（ちくまプリマー新書） 鈴木宏昭 筑摩書房
159-Y ミライの武器 吉藤オリィ サンクチュアリ出版

289-A 青のなかの青 ﾌｨｵﾅ・ﾛﾋﾞﾝｿﾝ 評論社
302-N トルコから世界を見る 内藤正典 筑摩書房
304-K 知って話そうニュースの言葉 キッズトリビア倶楽部 編 えほんの杜

364 364-Y 15歳からの社会保障 横山北斗 日本評論社
Y 366-N-補28 港で働く 鑓田浩章 ぺりかん社

366-S カウンセラー〈公認心理師・臨床心理士〉という生き方 井澗知美 イースト・プレス
375-I 理数探究の考え方　（ちくま新書） 石浦章一 筑摩書房
404-N 科学はこのままでいいのかな 中村桂子 筑摩書房
410-N 東大の先生!文系の私に超わかりやすく数学を教えてください! 西成活祐 かんき出版
410-N 東大の先生!文系の私に超わかりやすく高校の数学を教えてください! 西成活祐 かんき出版
420-N 東大の先生!文系の私に超わかりやすく物理を教えてください! 西成活祐 かんき出版
490-K 生命倫理のレッスン 小林亜津子 筑摩書房
491-A ウイルスって何だろう 青野由利 筑摩書房

596 588-I 捨てないパン屋の挑戦しあわせのレシピ 井出留美 あかね書房
A 596-A ハロウィーンの料理帳 ヴァンサン・アミエル 原書房

687-C CAになる本 イカロス出版
704-M 東大の先生!超わかりやすくビジネスに効くアートを教えてください! 三浦俊彦 かんき出版
760-T 芸能界誕生　（新潮新書） 戸部田誠 新潮社
778-I 韓国カルチャー　（集英社新書） 伊東順子 集英社
804-I ふしぎなことばことばのふしぎ 池上嘉彦 筑摩書房
811-E 漢字が日本語になるまで 円満字二郎 筑摩書房
816-T 苦手から始める作文教室 津村記久子 筑摩書房
909-S 挑発する少女小説　（河出新書） 斎藤美奈子 河出書房新社

913 913-ｱ マイ・プレゼント 青山美智子 PHP研究所
ア 913-ｸ-20 ホーンテッド・キャンパス　オシラサマの里　（角川ホラー文庫） 櫛木理宇 KADOKAWA

913-ｽ-6 天山の巫女ソニン　巨山外伝　予言の娘　（講談社文庫） 菅野雪虫 講談社
913-ｽ-7 天山の巫女ソニン　江南外伝　海竜の子　（講談社文庫） 菅野雪虫 講談社
913-ﾁ 十字架のカルテ　（文春文庫） 知念実希人 文藝春秋
913-ﾎ あなたの涙は蜜の味　（PHP文芸文庫） 細谷正充 編 PHP研究所
913-ﾓ-4 満月珈琲店の星詠み　メタモルフォーゼの調べ　（文春文庫） 望月麻衣 文藝春秋
933-ﾗ 5000キロ逃げてきたアーメット オンジャリ Ｑ.ラウフ 学研プラス
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今月入った新しい本

　辻村深月さん、小池真理子さん、沼田まほかるさん、新津きよみさん、乃南アサさん、宮部み
ゆきさんという人気の女性ミステリー作家6名が書く、タイトルからも想像できるイヤミスの短
編集です。悪意や嫉妬など人間の嫌な部分が表現されているので、ミステリーというよりも人
間の怖さを感じる作品です。ちょっと怖い話が読みたいけれど、長編は苦手という人にはちょう
ど良い長さのお話だと思うので、朝読書の時間にぜひ！

細谷正充/編　　　　　PHP研究所

　社会保障制度と聞くと「社会の授業で習った年金とかのこと」くらいは思い出してくれるで
しょう。では、具体的にどんな制度があるのか言えますか？この社会保障制度は知っていない
と利用することができません。例えば、ケガをして働けず収入がないから生活費に困ったとか、
家族から暴力を受けていて逃げたいとか、シングルマザーになったなど、皆さんの将来に人生
のピンチがあるかもしれません。そんな時に知っていれば使える制度がたくさんあります。どん
な制度があるのかを知っておいて損はありません。

『マイ・プレゼント』
青山美智子/著　　　　　PHP研究所

　いつも心温まる内容の小説を書く青山美智子さんですが、今作は青い水彩画に合わせた４
８篇のショートストーリーが収められています。小説というよりも詩に近い書き方なので、最初
は戸惑うかもしれませんが、読んでいるうちに心地よいリズムで書かれた内容が優しい気持ち
にさせてくれるお話です。心がザワザワと落ち着かない人は、読んでいるうちにだんだんと心に
響くお話が出てくると思いますよ。

『あなたの涙は蜜の味』

『ハロウィーンの料理帳』
ヴァンサン・アミエル/著　　　　　原書房

今月の新着図書から

　2022年の年間ベストセラー（日販調べ）が発表されました。
単行本フィクション部門の1位は本屋大賞も受賞した逢坂冬馬著『同志少女
よ、敵を撃て』、2位は東野圭吾著『マスカレード・ゲーム』、3位は又吉直樹・
ヨシタケシンスケ著『その本は』でした。読書記録を見ていると、皆さんの中に
も読んでいる人がいましたね。未読の人は、読んでみてはいかがでしょう？

『15歳からの社会保障』
横山北斗/著　　　　　日本評論社

　ハロウィーンはもう終わりましたが、この本に出てくる料理を好きな人がいそうなので、時期
外れですがあえて紹介します。前菜からメイン、デザートに飲み物まで、魔女や吸血鬼など不
気味な料理の数々が載っています。見た目は不気味なお料理ですが、きちんと食べられるた
めにレシピも掲載されています。かなり毒々しい不気味なお料理の写真なので、苦手な人は
うっかりページを開かないようにご注意ください！


